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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

黒木橋　A1橋台配筋図(1) 縮尺　1:125
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東日本高速道路株式会社  東北支社
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施工会社名

常 磐 自 動 車 道
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。
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注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
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　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
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　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。
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☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
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注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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エポキシ有

◎

152 kg4 632 kg 4 784 kg(SD345) 合 計

-   97 kg 97 kgD13

-   89 kg 89 kgD16

-   -   -   D19

152 kg1 962 kg 2 114 kgD22

-   702 kg 702 kgD25

機械式鉄筋 合 計

1 135 kg小 計

12712.73.98103 190D25RW  25◎

250.6870.99536690D13RW  24◎

70.6470.99511650D13RW  23◎

200.6070.99533610D13RW  22◎

125.831.5623 740D16RW  21◎

232.531.569 (平均長)1 620D16RW  20◎

444.923.049 (平均長)1 620D22RW  19◎

2827.93.0419 180D22RW  18◎

5627.93.0429 170D22RW  17◎

21824.23.049 (平均長)7 960D22RW  16◎

17917.93.98104 500D25RW  15◎

3736.73.9819 220D25RW  14◎

7336.73.9829 220D25RW  13◎

28631.83.989 (平均長)8 000D25RW  12◎

1 815 kg小 計

13032.58.9543 630D38LW  17◎

170.7860.99522790D13LW  16◎

160.6770.99523680D13LW  15◎

4443.56.2316 990D32LW  14◎

39243.56.2396 990D32LW  13◎

12864.08.9527 150D38LW  12◎

1 08864.08.95177 150D38LW  11◎

1 768 kg小 計

1934.963.04391 630D22A  15◎

1523.623.04421 190D22A  14※

10717.93.0465 890D22A  13-3◎

16116.13.04105 290D22A  13-2◎

7217.93.0445 890D22A  13-1◎

37030.83.041210 140D22A  12-3◎

37130.93.041210 160D22A  12-2◎

34228.53.04129 370D22A  12-1◎
機械継手箇所

エポキシ有

559 kg

-   

-   

-   

559 kg

-   

-   

-   

-   

C

機械式鉄筋

エポキシ無

☆

☆

(152)18 264 kg 14 188 kg 126 kg6 169 kg -   39 306 kg(SD345) 合 計

212 kg -   -   -   -   212 kgD13

422 kg -   126 kg88 kg -   636 kgD16

476 kg -   -   888 kg -   1 364 kgD19

5 673 kg -   -   663 kg -   6 895 kgD22

894 kg -   -   -   -   894 kgD25

-   -   -   1 325 kg -   1 325 kgD29

(152)3 553 kg 14 188 kg -   -   -   17 741 kgD35

-   -   3 205 kg -   7 702 kgD38

A B CA B A + B + C

1次施工 機械式鉄筋 合 計

1 673 kg小 計

178.581.5625 500D16RW  11

31812.73.98253 190D25RW  10-1

190.6870.99528690D13RW  9

110.6470.99517650D13RW  8

2713.31.5628 500D16RW  7

1777.691.56234 930D16RW  6

34515.03.04234 930D22RW  5

15511.93.04133 930D22RW  4-1

14317.93.9884 500D25RW  3

11322.53.9855 660D25RW  2-1

19411.43.98172 860D25RW  1-1

7 635 kg小 計

2512.51.5628 000D16LW  8

78032.58.95243 630D38LW  7-1

610.7860.99577790D13LW  6

160.6770.99523680D13LW  5

47620.72.25239 190D19LW  4

1 31857.36.23239 190D32LW  3

17543.76.2347 010D32LW  2-2

3 07264.08.95487 150D38LW  1-1

6 295 kg小 計

632.611.56241 670D16F  10※

632.611.56241 670D16F  9※

352.951.56121 890D16F  8☆

532.951.56181 890D16F  7☆

13711.42.25125 050D19F  6☆

31125.92.251211 490D19F  5☆

44025.92.251711 490D19F  4☆

66334.93.041911 490D22F  3☆

1 32526.55.04505 260D29F  2☆

3 20564.18.95507 160D38F  1☆

23 445 kg小 計

26387.77.51311 680D35A  11

25685.27.51311 340D35A  10

673.743.04181 230D22A  9-2※

4923.623.041361 190D22A  9-1※

18631.03.04610 210D22A  8-3

18731.13.04610 230D22A  8-2

17128.53.0469 370D22A  8-1

1 57130.83.045110 140D22A  7-3

1 57630.93.045110 160D22A  7-2

1 45428.53.04519 370D22A  7-1

A  6

76676.67.511010 200D35A  5-2

75175.17.511010 000D35A  5-1

1 26533.37.51384 430D35A  4-4

2 28460.17.51388 000D35A  4-3

1 69144.57.51385 930D35A  4-2

1 85448.87.51386 500D35A  4-1

A  3

76676.67.511010 200D35A  2-2

75175.17.511010 000D35A  2-1

1 26533.37.51384 430D35A  1-4

2 28460.17.51388 000D35A  1-3

1 69144.57.51385 930D35A  1-2

1 85448.87.51386 500D35A  1-1

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

B(平均長)

BK(38)

B(平均長)

BK(38)

B(平均長)

BK(38)

B(平均長)

BK(38)

鉄 筋 表(下部工施工)
符号 径 長さ（mm） 本数 単位質量（kg/m）1本当り質量（kg） 質量（kg） 摘要

鉄筋径
箇 所 数

小　計

合　計

D19

D16

0<L≦1m 1m<L≦2m 2m<L≦3m 3m<L≦4m 4m<L≦5m 5m<L≦6m

機械式鉄筋定着工法数量表

-

-

-

154 箇所

-

-

154

154

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

D22

- - - - --

(下部工施工)

D13

(エポキシ鉄筋)

鉄筋径
箇 所 数

小　計

合　計

D19

D16

0<L≦1m 1m<L≦2m 2m<L≦3m 3m<L≦4m 4m<L≦5m 5m<L≦6m

機械式鉄筋定着工法数量表

-

-

-

48 箇所

-

48

-

48

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

D22

- - - - --

(下部工施工)

D13

鉄 筋 表(上部工施工)
符号 径 長さ（mm） 本数 単位質量（kg/m）1本当り質量（kg） 質量（kg） 摘要

鉄筋径
箇 所 数

小　計

合　計

D19

D16

0<L≦1m 1m<L≦2m 2m<L≦3m 3m<L≦4m 4m<L≦5m 5m<L≦6m

機械式鉄筋定着工法数量表

-

-

-

42 箇所

-

-

42

42

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

D22

- - - - --

(上部工施工)

D13

(エポキシ鉄筋)

符号 径 長さ（mm） 本数 単位質量（kg/m）1本当り質量（kg） 質量（kg） 摘要

中間帯鉄筋主　筋

220

R

8φ以上で12cm以上

半円径フック

100

138

182

157

119

201

239

320

D35

D38

D32

D51

114

153

105

96

209

280.5

192.5

176

269

360

247

226

379

281

260

237

D16

D13

D22

D29

D25

D19主

径
θ=45°θ＞90°θ≦90°

R=5.5φ

57 104.5

87

75

66

159.5

137.5

121

R=3.0φ

39

48

71.5

88

141134

205

177

155

185

215

164

92

113

a

96

119

L

L

L

12φ

φ

R

φ

144

156

132

210

179

240

165

151

49

66

45

41

164

220

151

138

12

9

8

8

L=2L-a

θ=135°θ=60° θ=90°

78 89

91

119

103

137

118

104

L

66

5382

a

61

75

a

25 82

37

32

28

125

108

95

17

21

L

56

69

a

L

L

直角フック

R

1
2φ

5

7

6

5

3

4

L

鉄筋加工寸法表

a

90
°

a

θ

a

φ

筋

LW  9

LW  10

1414.41.5619 200D16

99.361.5616 000D16

258 kg小 計

W  1

712.541.56281 630D16

379.150.99549 200D13

379.150.99549 200D13

180.6570.99527660D13

30.6270.9954630D13

100.6870.99514690D13

822.921.56281 870D16

W  2

W  3

W  4

W  5

W  6

W  7

292.921.56101 870D16W  8◎

252.541.56101 630D16W  9◎

60.6570.9959660D13W  10◎

30.6270.9954630D13W  11◎

30.6870.9954690D13W  12◎

66 kg小 計

-   2 537 kg -   -   -   2 537 kgD32 -   

4 497 kg

436 kg 436 kgD32

1 346 kg 1 346 kgD38

1 04443.56.23246 990D32LW  2-1

51464.28.9587 170D38LW  1-2

欠番

欠番

13132.78.9543 650D38LW  7-2

4421.83.9825 470D25RW  2-2

4414.63.9833 670D25RW  1-2

(平均長)

(平均長)

3812.83.9833 210D25RW  10-2

2813.83.0424 530D22RW  4-2 (平均長)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

CA

黒木橋　A1橋台配筋図(10)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台配筋図(10)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

14     65



4
65
0

鉄筋質量表

S 1 D25 4800 71 3.98 19.1 1356

2 D25 4990 37 3.98 19.9 736

3 D16 10370 33 1.56 16.2 535

4 D16 10540 17 1.56 16.4 279

5 D13 470 263 0.995 0.468 123

6 D13 960 14 0.995 0.955 13

7 D13 300 112 0.995 0.299 33

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

5
00
0

1
00

5
00
0

1
00

1
6@
30
0=
48
00

1
00

3
2@
15
0=
48
00

1
00

310

12592.5 92.5

D
25

2
S

D
25

1
S

D
13

5
S

6
-
6

3
7-
D2
5×

49
90

2
S

3@100=300

3
@1
00
=3
00

100

3
@5
0=
15
0

50

11
8

50

118

R
=7
5

R
=7
5

7
1-
D2
5×

48
00

1
S

4
80
0

263-D13×4705S

195

1
13

195

14-D13×9606S 112-D13×3007S

S

S

S

S

S

S

D25 2092 kg

D16 814 kg

D13 169 kg

合計 3075 kg

管

PL

50A

t=4

210

φ70

14

14

5.31 1.12

0.121

16

2

kg18

3075 kg

コンクリート (A1-3)

型枠 (C)

ゴム沓 150×150×30(E)

目地材 (エラスタイトt=20mm)

目地材 (エラスタイトt=30mm)

= 16.4 m
3

= 3.9 m
2

= 13 箇所

= 5.8 m
2

= 5.3 m
2

ガスパイプ

キャップ

D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

(SD345)

注)  使用鉄筋は、全てSD345とする。

ガスパイプ

アンカーキャップ

= 16

= 2

Kg

Kg

注入材(常温注入材式) = 0.006 m
3

SD345

10760 445445

11700

20
(目地材)

10560 20
(目地材)

2525

3.000%

2
2

アンカーバー D22

10600

13@750=9750

500600

425 425

10600

5
00 2
20

2
80

13@750=9750425 425

12@750=9000 800800

2-2

11

ゴム沓 150×150×30アンカーバー D22

1-1

3-3

10560

34@300=10200 80 10080100

10560

68@150=10200 80 100100 80

4-4 5-5

10560

5280 5280

80100 80 10034@150=510017@300=5100

10560

52805280

17@300=5100100 80 34@150=5100 80 100

5
00
0

1
6@
30
0=
48
00

1
00

1
00

5
00
0

1
00

3
2@
15
0=
48
00

1
00

D163S

D252S
D251S

D164S

6

6

33

4
54

5

10365

84

84

10365
91
°
43
'

88°
17'

17-D16×105404S
3.000%

D164S

D163S

D135S

33-D16×103703S

3
10 84
1
13

1
13

※)  上部工計上以外施工対象外（舗装工事施工）

5
74

30
3
10

2
50

80
1
70

1
25

9
2.
5

9
2.
5

5
30

2
00

3
30

80
80

500

280 200 20

5
74

30
3
10

2
50

80
1
70

1
25

9
2.
5

9
2.
5

500

280 200 20

80
80

ガスパイプ A50

支承部詳細図 縮尺 1:25

キャップ φ70×4

目地材(t=20mm)目地材(t=20mm)

目地材(t=30mm)
目地材(t=30mm)

アンカーバー

D136S

D137S

ゴム沓 150×150×30

150

アンカー部 ゴム沓部

D251S

D252S

(上部工にて計上)

黒木橋　A1橋台踏掛版配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台踏掛版配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

鉄筋質量表

P 1 D29 10300 24 5.04 51.9 1246

2 D22 4740 49 3.04 14.4 706

3 D16 1200 10 1.56 1.87 19

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

P

P

2002 kg

本数

 3-3

平均長

D16

記号 径

1200

867

a L

3
00

3
00

1
20
0

300

1200

300

813

626

10

2

4

4

1310

1260

1070

D16

D16

3-2

P 3-1

10-D16×1200(平均長)3P

2
40

2
40

a

D163P

D163P

2-2

2
@3
00
0=
60
00

2
0@
30
0=
60
00

9
00
0

166.5867166.5

1200

2
10
0

1
03
00

1
70
0

1
60
0

2
6@
15
0=
39
00

1
40
0

1
00

4@150
=600

4
@1
50

=
60
0

D291PD291P

D222P

断面図
1200

600 600

展開図

2
4
-
D
2
9
×
10
30
0

1
P

D16

D29

D22

8

8

8

8

19

2002 Kg     ×

1246

737

Kg= 152

= Kg16016

=

=

Kg

Kg

9968

5896

杭1本当り 杭8本当り

(平均長)

Kg     ×

Kg     ×

Kg     ×

合計24@113.5=2724

1200

166.5 867 166.5

1-1

D291P D222P

2

4
50

2

11

50

2884

49-D22×47402P

φ
918

10
82

R=66

ス
ペ
ー
サ
ー
配
置
位
置

1
00

20
7

2526 2614

φ832φ804

4-D22×25305P

204

5050
130

65

16-D13×310(参考)4P

4-FB 6×65×2620

2
@1
75

=
35
0

D225P
D134P

5P D22 3.04 7.69 312530 4

D134P

D225P

種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m)1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

4

96

3.06 8.02 32

スぺ－サ－固定金具（参考）
種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m)1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

Uボルト 32 - - - スぺ－サ－と主鉄筋の固定

平鋼32×4.5 32 Uボルト固定用80 1.13 0.090 3

-

補強リング

主鉄筋と補強リングの固定

補強リング、固定金具（参考）

Uボルト

FB 6×65 2620

D29用 - - -

176

SD345

4
50

4P (D13) 0.995 0.308 5310 16 スペーサー（参考）

11700

4
70
0

3
00
0

8
50

8
50

3@3333.3=10000850 850

位置図

UCLCL

補強リングおよび固定金具詳細図

スペーサー D13

※1段当り4箇所に設置する。 

帯鉄筋 D22 主鉄筋 D29

※1箇所に2本
スペーサー固定金具  

補強リング

6
5

Uボルト   

166.5

86

6

※主鉄筋に対して全箇所 
Uボルト   

補強鉄筋 D22

FB 6×65

縮尺 1:12.5

ケーシングチュ-ブ

※ スペーサーは、1段毎に45°程度ずらして配置する。

平鋼

130

※　帯鉄筋の継手位置は各々90°ずらして配筋すること。

帯鉄筋半円フック

ラップ長  45φ以上

R=66

176

2
07

φ
22

無溶接金物(Ｕボルト)取り付け図
＜主鉄筋D29と補強リング＞

1200

166.5 867 166.5

主鉄筋 D29

補強リング FB 6×65

無溶接金物(Ｕボルト)

補強鉄筋 D22

縮尺 1:50

帯鉄筋 D22

かぶり詳細図 縮尺 1:50

166.5

130
主鉄筋 D29

補強鉄筋 D22

補強リング FB 6×65

※ 補強リングと帯鉄筋位置が、同一箇所となる場合は、
   帯鉄筋位置をかえずに補強リング位置を調整する。

主鉄筋金具詳細図

Uボルト(D29用)

主鉄筋 D29

ナット

補強リング FB 6×65

※ Uボルト又は、同等品を用いる。
   主鉄筋と補強リングは、全数金具で補強する。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

黒木橋　A2橋台配筋図(1) 縮尺　1:125
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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東日本高速道路株式会社  東北支社
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

黒木橋　A2橋台配筋図(5) 縮尺　1:125
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/図 示 図面番号
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W
2 15－D25×4050（平均長）
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1
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1
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1
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1
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1
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2
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2
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符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

W
19 3－D16×1590（平均長）
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897

720

544

L
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"

"
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   2

   4

   3
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2
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D13 2

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

W
21 8－D13×810（平均長）
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1890

1590

1290

L

"
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平均長 3

   2

   3

L20  -1W

1

1

D16 1

符　号 　径 本 数 L

変化鉄筋表 

W
20 3－D16×1590（平均長）

L

2
40

LW
22 3－D13×560

195

1
98

195

LW
23 2－D13×2180 LW

24 2－D13×590

1
95

227

1
95

1667

1368

1068

1667

1368

1068

ΣＬ ΣＬ

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

黒木橋　A2橋台配筋図(6) 縮尺　1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(6)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

25     65
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

黒木橋　A2橋台配筋図(7) 縮尺　1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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符　号 　径 本 数 L
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W
6 22－D16×4960（平均長）
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

黒木橋　A2橋台配筋図(8) 縮尺　1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(8)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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エポキシ鉄筋

142 kg2 506 kg 2 648 kg(SD345) 合 計

-   64 kg 64 kgD13

-   51 kg 51 kgD16

142 kg1 738 kg 1 880 kgD22

-   653 kg 653 kgD25

機械式鉄筋 合 計

1 065 kg小 計

11312.63.9893 170D25RW  25◎

250.6870.99536690D13RW  24◎

60.6470.99510650D13RW  23◎

200.6070.99533610D13RW  22◎

125.851.5623 750D16RW  21◎

252.531.5610 (平均長)1 620D16RW  20◎

494.923.0410 (平均長)1 620D22RW  19◎

2827.93.0419 180D22RW  18◎

5627.93.0429 180D22RW  17◎

19123.93.048 (平均長)7 860D22RW  16◎

17917.93.98104 500D25RW  15◎

3736.73.9819 220D25RW  14◎

7336.73.9829 220D25RW  13◎

25131.43.988 (平均長)7 900D25RW  12◎

1 556 kg小 計

1735.083.04341 670D22A  16◎

1423.743.04381 230D22A  15※

11018.33.0466 010D22A  14-3◎

16116.13.04105 290D22A  14-2◎

4611.43.0443 760D22A  14-1◎

30928.13.04119 230D22A  13-3◎

35131.93.041110 480D22A  13-2◎

26424.03.04117 890D22A  13-1◎

機械継手箇所

(SD345) 合 計

機械式鉄筋

449 kg

-   

-   

-   

449 kg

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

-   

AA

☆

22 215 kg 136 kg5 168 kg 27 968 kg

218 kg -   -   218 kgD13

659 kg 136 kg378 kg 1 173 kgD16

-   -   556 kg 556 kgD19

4 664 kg -   600 kg 5 713 kgD22

1 671 kg -   943 kg 2 614 kgD25

15 003 kg

-   -   D32

-   2 691 kg 17 694 kgD35

合 計

1 705 kg小 計

178.581.5625 500D16RW  11

36512.63.98293 170D25RW  10

190.6870.99528690D13RW  9

120.6470.99518650D13RW  8

2713.31.5628 500D16RW  7

1707.741.5622 (平均長)4 960D16RW  6

33215.13.0422 (平均長)4 960D22RW  5

21612.03.0418 (平均長)3 960D22RW  4

14317.93.9884 500D25RW  3

15822.53.987 (平均長)5 650D25RW  2

24611.73.9821 (平均長)2 950D25RW  1

1 391 kg小 計

50.6870.9958690D13LW  18

110.6270.99518630D13LW  17

50.6570.9958660D13LW  16

192.090.99592 100D13LW  15

192.090.99592 100D13LW  14

474.651.56102 980D16LW  13

474.651.56102 980D16LW  12

140.6170.99522620D13LW  11

2249.753.98232 450D25LW  10

250.6870.99537690D13LW  9

2411.81.5627 550D16LW  8

82.090.99542 100D13LW  7

814.050.99520 (平均長)4 070D13LW  6

1276.351.5620 (平均長)4 070D16LW  5

926.131.5615 (平均長)3 930D16LW  4

10810.81.56106 930D16LW  3

24216.13.9815 (平均長)4 050D25LW  2

29329.33.98107 370D25LW  1

5 304 kg小 計

683.091.56221 980D16F  9※

413.421.56122 190D16F  8☆

623.421.56182 190D16F  7☆

18211.42.25165 050D19F  6☆

37423.42.251610 390D19F  5☆

27516.21.561710 390D16F  4☆

60031.63.041910 390D22F  3☆

94320.53.98465 160D25F  2☆

2 69158.57.51467 790D35F  1☆

19 568 kg小 計

※

24581.87.51310 890D35

A  9

23879.47.51310 570D35

A  8

欠番

4493.743.041 230D22

欠番

A  7-3 1 37728.13.0449D22

A  7-2 1 56331.93.044910 480D22

A  7-1 1 17624.03.04497 890D22

70670.67.51109 400D35A  6

69169.17.51109 200D35A  5

5 86387.57.516711 650D35A  4

70670.67.51109 400D35A  3

69169.17.51109 200D35A  2

5 86387.57.5167 (平均長)11 650D35A  1

筋

φ

a

θ

a

90
°

a

鉄筋加工寸法表

L

4

3

5

6

7

5

1
2φ

R

直角フック

L

L

a

69

56

L

21

17

95

108

125

28

32

37

8225

a

75

61

a

82 53

66

L

104

118

137

103

119

91

8978

θ=90°θ=60° θ=135°

L=2L-a

8

8

9

12

138

151

220

164

41

45

66

49

151

165

240

179

210

132

156

144

φ

R

φ

12φ

L

L

L

119

96

a

113

92

164

215

185

155

177

205

134 141

88

71.5

48

39

R=3.0φ

121

137.5

159.5

66

75

87

104.557

R=5.5φ

θ≦90° θ＞90° θ=45°
径

主 D19

D25

D29

D22

D13

D16

237

260

281

379

226

247

360

269

176

192.5

280.5

209

96

105

153

114

D51

D32

D38

D35

320

239

201

119

157

182

138

100

半円径フック

8φ以上で12cm以上

R

220

主　筋 中間帯鉄筋

摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

(エポキシ鉄筋)

D13

(上部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

38

38

-

-

38 箇所

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

鉄 筋 表(上部工施工)

D13

(下部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

44

-

44

-

44 箇所

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

(エポキシ鉄筋)

D13

(下部工施工)

- -----

D22

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

120

120

-

-

120 箇所

-

-

-

機械式鉄筋定着工法数量表

5m<L≦6m4m<L≦5m3m<L≦4m2m<L≦3m1m<L≦2m0<L≦1m

D16

D19

合　計

小　計

箇 所 数
鉄筋径

摘要質量（kg）1本当り質量（kg）単位質量（kg/m）本数長さ（mm）径符号

鉄 筋 表(下部工施工)

A  10

A  11

A  12

120

9 230

(平均長)

-   

-   

-   -   

27 kg小 計

72.481.5631 590

72.481.5631 590

60.8060.9958810

20.5570.9953560

42.170.99522 180

10.5870.9952590

LW  19◎

LW  20◎

LW  21◎

LW  22◎

LW  23◎

LW  24◎

D16

D16

D13

D13

D13

D13

◎

(平均長)

(平均長)

(平均長)

☆ 683.091.56221 980D16F  10※

エポキシ有

C

機械式鉄筋

エポキシ無

B CB A + B + C

機械式鉄筋 合 計

-   -   

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注:◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

A C

黒木橋　A2橋台配筋図(9)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台配筋図(9)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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鉄筋質量表

P 1 D32 9500 20 6.23 59.2 1184

2 D22 4660 46 3.04 14.2 653

3 D16 1190 10 1.56 1.86 19

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

P

P

1883 kg

本数

 3-3

平均長

D16

記号 径

1190

864

a L

3
00

3
00

1
20
0

300

1200

300

810

622

10

2

4

4

1310

1250

1060

D16

D16

3-2

P 3-1

10-D16×1190(平均長)3P

2
40

2
40

a

D163P

D163P

2-2

2
@3
00
0=
60
00

1
7@
30
0=
51
00

8
00
0

168864168

1200

1
55
0

9
50
0

2
00
0

1
90
0

2
7@
15
0=
40
50

1
60
0

1
00

4@150
=600

4
@1
50

=
60
0

D321PD321P

D222P

断面図
1200

600 600

展開図

2
0-
D3
2×

95
00

1
P

D16

D32

D22

8

8

8

8

19

1879 Kg     ×

1184

676

Kg= 152

= Kg15032

=

=

Kg

Kg

9472

5408

杭1本当り 杭8本当り

(平均長)

Kg     ×

Kg     ×

Kg     ×

合計20@135.7=2714

1200

168 864 168

1-1

D321P D222P

2

4
50

2

11

1
00

2884

46-D22×46602P

φ
918

10
09

R=66

207

ス
ペ
ー
サ
ー
配
置
位
置

D22

D25

66

75

121

137.5

104

118

28

32

95

108

5

6

θ＞90° R＝5.5φ

θ≦90° R＝3φ

鉄筋曲げ加工表

D19

D13

D16

径

57

39

48

R

L

104.5

71.5

ΔL = 2 x L - a

θ=90°

L

89

61

75

a

25

17

21

ΔL

a

R

θ

82

56

69

a

θ=135°

88

R

5

3

4

ΔL

φ

2507 2595

φ826φ798

3-D22×25105P

204

5050
130

65

12-D13×310(参考)4P

3-FB 6×65×2600

D225P

D134P

2
50

1
00

5P D22 3.04 7.63 232510 3

D134P

D225P

176

種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

3

60

3.06 7.96 24

スぺ－サ－固定金具（参考）
種　別 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

Uボルト 24 - - - スぺ－サ－と主鉄筋の固定

平鋼32×4.5 24 Uボルト固定用80 1.13 0.090 2

-

補強リング

主鉄筋と補強リングの固定

補強リング、固定金具（参考）

Uボルト

FB 6×65 2600

D32用 - - -

SD345

4P (D13) 0.995 0.308 4310 12 スペーサー（参考）

位置図
10600

4
70
0

3
00
0

8
50

8
50

3@2750.3=82511499 850

UCLCL

補強リングおよび固定金具詳細図

スペーサー D13

※1段当り4箇所に設置する。 

帯鉄筋 D22 主鉄筋 D32

※1箇所に2本
スペーサー固定金具  

補強リング

65

Uボルト   

168

87.5

6

※主鉄筋に対して全箇所 
Uボルト   

補強鉄筋 D22

FB 6×65

縮尺 1:12.5

ケーシングチュ-ブ

※ スペーサーは、1段毎に45°程度ずらして配置する。

平鋼

130

※　帯鉄筋の継手位置は各々90°ずらして配筋すること。

帯鉄筋半円フック

ラップ長  45φ以上

R=66

176

2
07

φ
22

無溶接金物(Ｕボルト)取り付け図
＜主鉄筋D32と補強リング＞

1200

168 864 168

主鉄筋 D32

補強リング FB 6×65

無溶接金物(Ｕボルト)

補強鉄筋 D22

縮尺 1:50

帯鉄筋 D22

168

130

かぶり詳細図 縮尺 1:50

主鉄筋 D32

補強鉄筋 D22

補強リング FB 6×65

※ 補強リングと帯鉄筋位置が、同一箇所となる場合は、
   帯鉄筋位置をかえずに補強リング位置を調整する。

主鉄筋金具詳細図

Uボルト(D32用)

主鉄筋 D32

ナット

補強リング FB 6×65

※ Uボルト又は、同等品を用いる。
   主鉄筋と補強リングは、全数金具で補強する。

黒木橋　A2橋台場所打ち杭配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台場所打ち杭配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

〈φ1200　杭長　L=8.0m.N=8本〉
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背面図

縮尺　1:25地 下 排 水 工 詳 細 図
Du-P-φ0.15・0.50・0.50

砕石500

3
50

1
50

5
00

φ150有孔管

側面図

平面図

57.465

10010600

3@2750.3=8251 8501499

1
03
77

8
02
0

2
35
7

2
00
0

6
02
0

2
001
00 46.865

48.865

54.885

9
90

11700

445 4810 6000 445

1
07
00

8
02
0

2
68
0

2
00
0

6
02
0

48.865

46.865

9
90

54.885

57.565

58.555

2
00 1
00

57.242

58.232

2
00
0

6
02
0

2
50
0

80

3.000% 80

57.645
57.322

80

UCL

下
部
工
施
工

上
部
工
施
工

100

1100

3
10

30
1
75

5
76

1
06
00

5
15

9600 500500

4
09

水抜きパイプ(VPφ75)

80
1
50
1

1
00
0

3200

1500 21001100

100 1004700

850 3000 850

1
06
00

8
02
0

2
58
0

2
00
0

6
02
0

46.865

48.865

54.885

1
00

2
00

下
部
工
施
工

上
部
工
施
工

57.465

20

1100 2700

3800 500

踏掛版(舗装工施工)

1
15
0

5
10

5
76

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

800 3@3000=9000 800

4700

11001500 2100

1
17
00

1
07
35

U
CL

8000

5
00 20

500

5
00

5003800

1100 2700

4
45

4
45

4
81
0

6
00
0

1
06
00

1
10
0

水抜きパイプ(VPφ75)

8
00

3
@3
00
0=
90
00

8
00

Du-P-φ0.15・0.50・0.50

1:
0.
8

2.0%

水抜きパイプ(VPφ75)

裏込め工B

踏掛版

1
04
57

5000

裏込め工B

1:2

埋戻し高▽49.0

5000

埋戻し高▽49.0

地下排水工

地下排水工

地下排水工

裏込め工B

※下部工施工時

1
01
00

種     別

一次施工

776.7m

数   量区     分 単位 摘     要

材料表

裏込め材

裏込め工B m3 78.1

地下排水工 10.1Du-P-φ0.15・0.5・0.5 m裏込め排水工

二次施工 裏込め工B 3

項     目

A=5.377m2

A=76.9m2

黒木橋　A2橋台裏込め排水工詳細図(1) 縮尺  1:250

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台裏込め排水工詳細図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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4
65
0

鉄筋質量表

S 1 D25 4800 71 3.98 19.1 1356

2 D25 4990 37 3.98 19.9 736

3 D16 10490 33 1.56 16.4 541

4 D16 10660 17 1.56 16.6 282

5 D13 470 263 0.995 0.468 123

6 D13 960 13 0.995 0.955 12

7 D13 300 104 0.995 0.299 31

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

5
00
0

1
00

5
00
0

1
00

1
6@
30
0=
48
00

1
00

3
2@
15
0=
48
00

1
00

310

12592.5 92.5

D
25

2
S

D
25

1
S

D
13

5
S

6
-
6

3
7-
D2
5×

49
90

2
S

3@100=300

3
@1
00
=3
00

100

3
@5
0=
15
0

50

11
8

50

118

R
=7
5

R
=7
5

7
1-
D2
5×

48
00

1
S

4
80
0

263-D13×4705S

195

1
13

195

13-D13×9606S 104-D13×3007S

S

S

S

S

S

S

D25 2092 kg

D16 823 kg

D13 166 kg

合計 3081 kg

管

PL

50A

t=4

210

φ70

13

13

5.31 1.12

0.121

15

2

kg17

3081 kg

コンクリート (A1-3)

型枠 (C)
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支承部詳細図 縮尺 1:25

キャップ φ70×4

目地材(t=20mm)目地材(t=20mm)

目地材(t=30mm)
目地材(t=30mm)

アンカーバー
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D137S

ゴム沓 150×150×30

150

アンカー部 ゴム沓部

D251S

D252S

(上部工にて計上)

黒木橋　A2橋台踏掛版配筋図 縮尺  1:125

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台踏掛版配筋図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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埋戻し高▽47.5
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設計水平震度

SD345
鉄　筋

コンクリート
材

直接基礎+地盤改良

L型擁壁

基礎形式

擁壁形式

設計要領　第二集（R1.7）
適 用 基 準

道路橋示方書・同解説I～V（H29.11）

設 計 条 件

料

土質定数一覧表
記 号 設計N値 φ(°)

Bn・sf

tc

tg

7

7

37

18

17

21

41

43

0

0

0

39

Mk(sa)1 36 18 4937

Mk(sa)2 17 317241185

Mk(si) 17 332921132

kh=0.16（第I種地盤）

コンクリートとの地盤摩擦係数

裏込土の内部摩擦角

項　　　　　　　　　　目

上  載  荷  重

裏込土の単位体積重量

単　位

10.0

19.0

 30.0°

数　　値

0.6

摘　　要

雪  荷  重（車道部・圧雪、法面） 1.0 , 1.2 全ケース

常時のみ

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

*設計水位は、現況最低地盤高さ設定。

():常時換算値

L型擁壁　数量表
項　目 種　　別 単位 数 量

コンクリート

型　　　枠

普通鉄筋

A1-3

D1-1

C

D

D29～D32

D16～D25
A

合　計

D13

t

t

t

t

B2-1

構造物掘削 普通部

埋　戻　し

裏面排水工

742.7

383.9

198.9

318.9

36.2

560.4

11.3

2.119

14.790

16.188

33.097

80.4

B D29～D32 t 1.149

転落防止柵工 m 44.4

250

350

（※橋台背面アプローチ部内の竪壁：エポキシ樹脂塗装鉄筋
橋台背面アプローチ部外の竪壁：普通鉄筋）

D29～D32

D16～D25
A

合　計

D13

t

t

t

t

0.925

2.375

3.292

6.592

エポキシ鉄筋
(E)

A

σck=24N/mm2（底版）

σck=30N/mm2（竪壁）

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

m3

m3

m3

m3

m3

m2

m2

m

γ(kN/m3) C(kN/m2)

透水マットA

透水マット(B=400)

5
20
0

9
00

6
10
0

1
00

900

コンクリート(A1-3)

均しコンクリート(D1-1)

コンクリート(B2-1)

100 9500

9700

100

水抜きパイプ(VPφ50)

2
00

転落防止柵A

排水施設

▽46.108

12%

背 面

前 面

20

伸縮目地

L型擁壁座標値

L1

X座標 Y座標

L2

L3

L4

L7

L8

L9

L10

L11

L5

L6

L12

L13

92589.2088200929.5313

92585.5642200940.6552

92594.5920200943.6131

92598.2366200932.4892

92585.5580200940.6742

92581.8218200952.0778

92590.8496200955.0356

92594.5859200943.6321

92579.3801200951.2988

92575.7389200962.8958

92581.7928200964.7966

92588.8678200961.0842

92590.8434200955.0546

L型擁壁
図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁構造一般図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

黒木橋　A1橋台側L型擁壁構造一般図

展　開　図

側　面　図

平　面　図

A - A
S=1:200

S=1:200

S=1:300

断　面　図 S=1:200

鉛直打継目詳細図 伸縮目地詳細図 S=1:80S=1:80
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設計水平震度

SD345 （竪壁：エポキシ樹脂塗装鉄筋）鉄　筋

コンクリート材

直接基礎+地盤改良

L型擁壁

基礎形式

擁壁形式

設計要領　第二集（R1.7）
適 用 基 準

道路橋示方書・同解説I～V（H29.11）

設 計 条 件

料

kh=0.16（第I種地盤）

コンクリートとの地盤摩擦係数

裏込土の内部摩擦角

項　　　　　　　　　　目

上  載  荷  重

裏込土の単位体積重量

単　位 数　　値 摘　　要

雪  荷  重（車道部・圧雪、法面） 全ケース

常時のみ

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

*設計水位は、現況最低地盤高さ設定。

():常時換算値

L型擁壁　数量表
項　目 種　　別 単位 数 量

コンクリート

型　　　枠

普通鉄筋

A1-3

D1-1

C

D

D29～D32

D16～D25
A

合　計

D13

t

t

t

t

B2-1

構造物掘削 普通部

埋　戻　し

転落防止柵工

裏面排水工

330.7

248.5

54.8

73.0

12.5

215.0

4.6

0.801

6.694

6.495

13.990

24.0

31.8

m

10.0

19.0

 30.0°

0.6

1.0 , 1.2

185

270

A

σck=24N/mm2（底版）

σck=30N/mm2（竪壁）

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2

m3

m3

m3

m3

m3

m2

m2

m透水マットA

透水マット(B=400)

4
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0

6
00
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40
0

1
00

600

コンクリート(A1-3)

均しコンクリート(D1-1)

コンクリート(B2-1)

100 8500

8700

100
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2
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2
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8
35
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0

(
1
0
0
0以

上
)2
66
5

3
50
0

転落防止柵A

6
00

3
50
0

背 面

前 面 伸縮目地

20

L型擁壁座標値

200983.9694 92568.9686L1

X座標 Y座標

L2

L3

L4

200991.3834 92582.1892

200992.2081 92566.2819

200998.7985 92578.0340

L型擁壁

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁構造一般図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

黒木橋　A2橋台側L型擁壁構造一般図

展　開　図

側　面　図

平　面　図

1 - 1
S=1:200

S=1:200

S=1:200

断　面　図 S=1:200

2 - 2

鉛直打継目詳細図 伸縮目地詳細図 S=1:80S=1:80
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(1)

L1

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

( A - A )

断 面 図
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

1 - 1

目地部詳細図 縮尺 1：40
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(2)

L1

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(3)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(3)

L1

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(4)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(4)

L1

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(5)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

L1

L2

L3

位 置 図

黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(5)

L2

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(6)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

1 - 1

目地部詳細図 縮尺 1：40
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(6)

L2

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

4 - 4 (底版上面)

5 - 5 (底版下面)
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(7)

L2

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(8)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(8)

L2

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(9)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

( A - A )

断 面 図

鉄 筋 組 立 図
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(9)

L3

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。L1 L2

L3
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(10)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

( B - B )

断 面 図

鉄 筋 組 立 図
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黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(10)

L3

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。L1 L2
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(11)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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L3

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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L3

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(15)

東日本高速道路株式会社  東北支社
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施工会社名
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L3

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台側L型擁壁配筋図(16)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

     B はB種鉄筋とする。

黒木橋　A1橋台側L型擁壁配筋図(16)

L3

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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(mm)
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単位質量
(kg)
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鉄 筋 表
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項目 鉄筋径 箇所数

機械継手

箇所数

合  計 14 箇所

D29

D32

D35

D38

D41

D51

-

-

14

-

-

-

注：(  )内数値は機械継手箇所を示す。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(1)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(1)

L4

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(2)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

目地部詳細図 縮尺 1：40
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黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(2)

L4

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(3)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

矢 視 図
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4
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黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(3)

L4

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(4)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(4)
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縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(5)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

記　号 本　数径
(mm)
長　さ

(kg/m)
単位質量

(kg)
１本当り質量

(kg)
質　量 摘　要

鉄 筋 表

(平均長)

(平均長)

W 1 D32 6060 26 6.23 37.8 983

W 2 D32 5410 12 6.23 33.7 404

W 3 D32 4760 24 6.23 29.7 713

W 4 D19 5450 26 2.25 12.3 320

W 5 D19 4800 12 2.25 10.8 130

W 6 D19 4150 24 2.25 9.34 224

W 7 D16 800 62 1.56 1.25 78

W 8 D19 7240 18 2.25 16.3 293

W 9 D19 6590 2 2.25 14.8 30

W 10 D19 7340 1 2.25 16.5 17

W 11 D19 7330 14 2.25 16.5 231

W 12 D19 7330 1 2.25 16.5 17

W 13 D19 770 2 2.25 1.73 3

W 14 D19 2470 1 2.25 5.56 6

W 15 D13 7320 18 0.995 7.28 131

W 16 D13 6680 2 0.995 6.65 13

W 17 D13 7420 3 0.995 7.38 22

W 18 D13 7330 14 0.995 7.29 102

W 19 D13 7330 3 0.995 7.29 22

W 20 D13 770 2 0.995 0.766 2

W 21 D13 2260 3 0.995 2.25 7

3763

W0 D13 600 235 0.995 0.597 140

140

F D32 9490 54 6.23 59.1 3191

F 2 D32 9600 8 6.23 59.8 478

F 3 D25 8960 54 3.98 35.7 1928

F 4 D25 9050 8 3.98 36.0 288

F 5-1 D19 10000 34 2.25 22.5 765

F 5-2 D19 4770 34 2.25 10.7 364

F 6-1 D16 10000 35 1.56 15.6 546

F 6-2 D16 4670 35 1.56 7.29 255

F 7-1 D16 10000 1 1.56 15.6 16

F 7-2 D16 5490 1 1.56 8.56 9

F 8-1 D16 10000 1 1.56 15.6 16

F 8-2 D16 4240 1 1.56 6.61 7

8632

F0 1 D13 590 383 0.995 0.587 225

239

G 1 D13 1350 36 0.995 1.34 48

48

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

kg

kg

kg

kg

kg

1

1

合計 12822 kg

D13 741 kg

D32 6495 kg

D25 2216 kg

D19 2400 kg

D16 970 kg

F 9 D32 1980 59 6.23 12.3 726

F0 2 D13 530 26 0.995 0.527 14 

黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(5)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(6)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(6)

L4

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(7)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(7)

L4

縮尺 1:100

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。
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鉛直筋かぶり

V
2

V
5 D16V

4

5 - 5

内側 外側

(117)

D16V
3

V
1( )

504

3
7
9
8

R=66

10
4

18-D22x4410
V2

352

3
8
6
7

14-D16x4200
V1

2
4
4
5

1-D16x2450
V3 240

3
8
6
7

32-D16x4090
V4

1-D16x2450
V5

2
4
1
2

1064

10
2°

16
'

3-D16x3450V6

8598
2
4
9

11-D16x8830
V7

8143

2
4
9

1-D16x8370V8

8298

3-D16x8530V9

2
4
0

12-D16x8820
V10

1-D16x8360V11

3-D16x8520V12

2
4
0

2
4
0

1913

240

2
4
0

135°
1'

135°1'

13-D16x2390V13

3
8
6
7

2-D16x3870V14

(366)

1
2
9

1
3
2

2
4
4
5

2
4
9

8598

8143

8298

2
4
0

2
4
0

363

34-D16x800V15

240

3
9
8

240

15-D16x840V16

1
0
0

427

1
0
0

V
1
0

100-D13x600

☆ ☆

☆ ☆

☆

☆ ☆

☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆☆

☆ ☆

☆
☆

☆

☆

☆

☆

☆☆

☆

☆

☆
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台側L型擁壁配筋図(8)

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

黒木橋　A2橋台側L型擁壁配筋図(8)

    　 実験等により効果が保障された定着工法を用いること。
    　 また、中間帯鉄筋に本定着体を用いる場合は横拘束効果の
    　 半円形フックの設置方向を変更してもよい。
     　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
      　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)
      2,機械式鉄筋定着工法配筋設計ガイドライン
      1,道路橋示方書-同解説(H24.3 日本道路協会)
注: ※印機械式鉄筋定着工法については、下記の基準等を満足すること。

注: ◎ は上部工施工を示す。
☆印表記は通常鉄筋、この印のない場合はエポキシ鉄筋を示す。
K は機械式継手を示す。

注: 機械式継手については、下記の基準等を満足すること。
　　1.道路橋示方書-同解説(H29.3 日本道路協会)
　　2.鉄筋定着・継手指針 [2020版] (R2.3 土木学会)
　　3.監督員より使用製品の性能と施工方法、管理方法等の
    承認を得てから工事を行うこと。

記　号 本　数径
(mm)

長　さ
(kg/m)

単位質量
(kg)

１本当り質量
(kg)
質　量 摘　要

鉄 筋 表

V 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

kg

kg

V 1
o

1108

867

60

1168

241

V

V

V

V

V

V

V

V

V

(平均長)

θ

R

32.5

スターラップ

12∅

主          筋

13787D29

96D32 151

75

66

57

48

D25

D22

D19

D16

104

118

89

75

39D13

R

径

61

a

R=3φ

θ≦90゜

125159.537

17641 138

88

104.5

121

137.5

28

32

25

21

95

108

69

82

7

8

D16

5

6

4

5

40

R=5.5φ

71.5

R

17

△L

56

a

θ=135゜

D133

△L R

径

63 17

51

a

R=2.5φ

θ= 90゜

14

△L

竪壁･底版スターラップ主          筋

鉄 筋 加 工 寸 法 表

∅

100

a

θ

R∅

a
165105D35

114D38 179

151192.545

20949 164

8

9

D16 4200 14 1.56 6.55 92

D22 4410 18 3.04 13.4 241

D16 2450 1 1.56 3.82 4

D16 4090 32 1.56 6.38 204

D16 2450 1 1.56 3.82 4

D16 3450 3 1.56 5.38 16

D16 8830 11 1.56 13.8 152

D16 8370 1 1.56 13.1 13

D16 8530 3 1.56 13.3 40

D16 8820 12 1.56 13.8 166

D16 8360 1 1.56 13.0 13

D16 8520 3 1.56 13.3 40

D16 800 34 1.56 1.25 43

D16 840 15 1.56 1.31 20

1108 

D13 600 100 0.995 0.597 60

60

11V

12V

15V

16V

D16 2390 13 1.56 3.73 48

D16 3870 2 1.56 6.04 12

13V

14V

A種鉄筋 B種鉄筋 合計

D22 kg

D13 kg

合　　計 kg

kg

kg

kg

普通鉄筋(SD345)

(SD345) (SD345) (SD345)

D16 kgkg

1168

60

241

867

1168

60

241

867

D25

D22

D19

径

D16

D13

小 計

小 計

D32

D29

合 計

種  別

D16

～D25

D29,

D32

質 量 摘 要

鉄 筋 集 計 表

D35

D38

(SD345)

A

(kg)

普通鉄筋

(SD345)

L4

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

kg
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場所打ち杭 φ1200
l=9.0m, n=8本

LC

D(3)

D(2)

D(2)-ww

D(1)

D(1)-ww

tc

KI
I-
R4
-1
5

前趾端推定支持層線

後趾端推定支持層線

▽46.106

推定支持層線

D(1)

D(1)-ww
tc

D(3)

▽46.013

▽47.5Bn

650

設計地盤高
+57.700

設計水位
46.970

定着地盤高
44.500

鋼矢板
SP-ⅤL型,L=18.00m

1
8
0
0
0

1
9
0
0

1
0
2
0
0

鋼矢板天端
+59.600

①
+56.700

②
+54.400

③
+52.200

θ=40°

θ=40°

θ=40°

θ=40°

41.600

④
+50.000

掘削底
+47.500

腹起材(加工材）
1～4段：2-H300×300×10×15

K3-H17-2

60.0

40.0

50.0

1
0
0
0

2
3
0
0

2
2
0
0

2
2
0
0

2
5
0
0

5
9
0
0

・グラウンドアンカー仕様

Level

打設角度

削孔径

(mm)

自由長

Lf(m)

定着長　

La(m)

削孔長

(m)

分担幅　

(m)

設計

アンカー力

Po(KN) ﾕﾆｯﾄ

ＰＣ鋼　

より線

(本)

設置数

(ヶ所) サイズ

台座　

板厚

(mm)

支圧板

板  厚

(mm)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

水平

(°)

垂直

(°) ﾀｲﾌﾟ

脚長

(mm)

① 0 40 φ115 19.000 3.000 22.200 2.000 92.06 K5-3 2 2 2-H300×300×10×15 16 16 H300-L75×9 6

② 0 40 φ115 15.500 6.000 21.700 2.000 485.38 K5-5 5 3 2-H300×300×10×15 16 25 H300-L90×10B 9

③ 0 40 φ115 12.000 5.500 17.700 2.000 439.37 K5-5 4 3 2-H300×300×10×15 16 22 H300-L90×10B 9

④ 0 40 φ115 9.000 3.000 12.200 2.000 66.00 K5-3 2 2 2-H300×300×10×15 16 16 H300-L75×9 6

＜注　記＞

　・鋼矢板天端　　　： +59.600

　・設計地盤高　　　： +57.700

  ・設計水位　　　　： +46.970

　・掘削底　　　　　： +47.500

  ・定着地盤高      ： +44.500

　・掘削時の余堀り　： 掘削時は支保工設置位置より1.00m下までとする。

　・1～4次解体位置　： 支保工設置位置より1.00m下まで埋め戻して、十分締め固めた後解体する。

　・上載荷重　　　　： 10.00kN/m2 考慮する。

　・鋼矢板の施工方法： 硬質地盤圧入工法とする。但し、施工条件による周面摩擦力度の係数βを0.5とする。

  ・鋼矢板の断面性能： 下図に示すように　鋼矢板継手部の掘削面側を鋼矢板頭部から50cm程度

　　　　　　　　　　　 溶接 するものとし、断面二次モーメントおよび断面係数は 全断面有効の

　　　　　　　　　　　 80%とする。

 ＜残置式アンカー＞（参考）

   ・使用工法　　：ＫＴＢ・残置式アンカー（引張型）

   ・定着具　　　：クサビ定着方式

   ・使用鋼材　　：ＰＣ鋼より線（７本よりφ12.7mm）

   ・上表中の削孔長は、先端余長（ﾊﾟｲﾛｯﾄｷｬｯﾌﾟ分として0.20m）を考慮した長さ

19
00
0

30
00

15
50
0

60
00

12
00
0

55
00

90
00

30
00

9193

項　目 規格寸法(mm) 長さ(本/m) 本数

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

鋼矢板

杭材　合計質量:

(kg/本) (t)

支保工材

腹起(1段目)

腹起(2段目)

腹起(3段目)

副部材

消耗部材

支保工材　合計質量:

プレート

ｽﾁﾌﾅｰ(1段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(2段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(3段目)

腹起ブラケット

ブラケット　合計質量:

1段目

4段目

・鋼矢板数量表

ガス切断工

項　目 規格寸法(mm) 長さ(m) 数量
単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量
摘　要

軽量鋼矢板

ガイド金具

(kg) (kg)

打ち込み式ｱﾝｶｰ

ガイド金具

合計質量: kg

種別

合計質量: kg

合計質量: kg

上段横矢板　合計質量: kg

・横矢板数量表

腹起(4段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(4段目)

2段目

3段目

断　面　図 S=1:300

Bn(盛土)
N=6   γ=20kN/m3

φ=31°C= 0kN/m2

tc(段丘堆積物)
N=4   γ=14kN/m3

φ=0° C=24kN/m2

D(1)-ww(強風化凝灰質細粒砂岩)
N=24  γ=17kN/m3

φ=36°C= 0kN/m2

D(1)(凝灰質細粒砂岩)
N=64  γ=18kN/m3

φ=38°C=59kN/m2

D(2)-ww(強風化凝灰質中粒砂岩)
N=13  γ=17kN/m3

φ=32°C= 0kN/m2

D(2)(凝灰質中粒砂岩)
N=62  γ=18kN/m3

φ=38°C=59kN/m2

D(3)(細粒砂岩)
N=104  γ=19kN/m3

φ=39° C=69kN/m2

腹起(1段目)

腹起(2段目)

腹起(3段目)

プレート

プレート　合計質量:

ｽﾁﾌﾅｰ(1段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(2段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(3段目)

腹起ブラケット

1段目

合計質量:

合計

2段目

3段目

SP-VL型
18.0 23 105.0 1890 43.470

43.470

SY295
残置

合計

PL210×19×670

PL100×19×220

23

46

10.49

3.28

0.241

0.151

0.392

43.862

合計

H-300×300×10×15 4.500 2 100.0 450.0 0.900

H-300×300×10×15 5.500 2 100.0 550.0 1.100

H-300×300×10×15 5.500 2 100.0 550.0 1.100

3.800

カバープレート(H300)

（主部材質量×0.04）

0.136

0.152

PL145×9×268 4

6

6

2.75 0.011

2.75 0.017

2.75 0.017

0.056

PL145×9×268

PL145×9×268

H300-L50×4 4 4.0 0.016

H300-L75×9

H300-L50×4

H300-L90×10B

H300-L50×4

H300-L90×10B

4

6

6

6

6

4.0

4.0

14.8

21.5

21.5

0.059

0.024

0.129

0.024

0.129

0.059

23切断長さ　2.90m/本 18.0 105.0 304.5 7.004

7.004

23合計

添接板
(補強板)

H-300×300×10×15 3.500 2 100.0 350.0 0.700

4.088

8 17

4 2.75 0.011PL145×9×268

H300-L50×4

H300-L75×9

4

4

4.0

14.8

0.456

0.016

スクラップ重量

SP LSP2型(t=5mm) 1.200 12 14.8 17.76 213

213

L L150×150×12 1.400 1 27.3 38.22 38

L L150×150×12 1.000 2 27.3 27.30 55

93

BN M20（埋め込み長80mm） ― 10 0.50 5

5

―

上段横矢板

311

鋼矢板

ガイド金具

打ち込み式ｱﾝｶｰ

合計質量: kg

合計質量: kg

合計質量: kg

下段横矢板　合計質量: kg

SP SPⅢ型 3.300 16 60.0 198.00 3,168

3,168

1.000 7 172.0 172.00 1,204

1,204

BN M20（埋め込み長80mm） ― 42 0.50 21

21

―

下段横矢板

4,453

H H400×400×13×21

ﾌｨｰﾗｰﾌﾟﾚｰﾄ

合計質量: kg

PL PL40×（t25～35）×400 ― 16 3.77 60

60

―

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400
t

t

t

t

t

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

黒木橋  A1橋台土留工構造図(2)

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

A1橋台土留工構造図(2)
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S=1:50 断面図

S=1:50平 面 図

S=1:10ガイド金具取付詳細図

7
5

ガイド金具
L150×150×12

ウィング堅壁

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

横矢板
軽量鋼矢板LSP-2型(t=5mm)

1
5
0

7
5

150

S=1:10ガイド金具詳細図

150

75 75

1
4
0
0

1
0
0

3
@
4
0
0
=
1
2
00

1
0
0

23
.5

150

75 75

1
0
0
0

1
0
0

2
@
4
0
0
=
9
00

1
0
0

23
.5

ガイド金具
L150×150×12

L=1.40m,n=1

ガイド金具
L150×150×12
L=1.0m,n=2

鋼矢板天端
+59.600

設計地盤高
+57.700

①
+56.700

②
+54.400

③
+52.200

④
+50.000

1:0.8

掘削底
+47.500

1
2
@
2
8
0
=
3
3
60

上
段
横

矢
板

1
6
@
4
3
3
=
6
9
28

下
段

横
矢
板

1
9
0
0

1
0
2
0
0

1
0
0
0

2
3
0
0

2
2
0
0

2
2
0
0

2
5
0
0

200

ガイド金具
H400×400×13×21

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

ウィング堅壁 打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

フィラープレート
PL40×25～35×400

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=10

横矢板
軽量鋼矢板LSP-2型(t=5mm)

L=1.20m,n=12
ガイド金具
H400×400×13×21
L=1.00m,n=7

ガイド金具
L150×150×12
L=1.00m,n=2
L=1.40m,n=1

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=42

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=3.30m,n=16

+47.500

7
@
1
0
0
0
=
7
0
00

300

100 100

2
@
1
0
0
0
=
2
0
00

1
4
0
0

1
2
0
0

鋼矢板
SP-ⅤL型

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=10

ガイド金具
L150×150×12
L=1.00m,n=2
L=1.40m,n=1

横矢板
軽量鋼矢板LSP-2型(t=5mm)

L=1.20m,n=12

776

上段横矢板

鋼矢板
SP-ⅤL型

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=3.30m,n=16

下段横矢板

3300

300

100 100

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=42

400

100 100200

1
0
0
0

1
0
0

2
@
4
0
0
=
9
00

1
0
0

23
.5

ガイド金具
H400×400×13×21
L=1.0m,n=7

3

2
5

3
5

80

60
40

60

黒木橋  A1橋台仮土留横矢板工詳細図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A1橋台仮土留横矢板工詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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＜注　記＞

　・鋼矢板天端　　　： +59.559

　・設計地盤高　　　： +58.009

  ・設計水位　　　　： +49.280

　・掘削底　　　　　： +46.565

　・定着地盤　　　　： +43.000

　・掘削時の余堀り　： 掘削時は支保工設置位置より1.00m下までとする。

　・1～4次解体位置　： 支保工設置位置より1.00m下まで埋め戻して、十分締め固めた後解体する。

　・上載荷重　　　　： 10.00kN/m2 考慮する。

　・鋼矢板の施工方法： 硬質地盤圧入工法とする。但し、施工条件による周面摩擦力度の係数βを0.5とする。

 ＜残置式アンカー＞（参考）

   ・使用工法　　：ＫＴＢ・残置式アンカー（引張型）

   ・定着具　　　：クサビ定着方式

   ・使用鋼材　　：ＰＣ鋼より線（７本よりφ12.7mm）

   ・上表中の削孔長は、先端余長（ﾊﾟｲﾛｯﾄｷｬｯﾌﾟ分として0.20m）を考慮した長さ

・グラウンドアンカー仕様

Level

打設角度

削孔径

(mm)

自由長

Lf(m)

定着長　

La(m)

削孔長

(m)

分担幅　

(m)

設計

アンカー力

Po(KN) ﾕﾆｯﾄ

ＰＣ鋼　

より線

(本)

設置数

(ヶ所) サイズ

台座　

板厚

(mm)

支圧板

板  厚

(mm)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

水平

(°)

垂直

(°) ﾀｲﾌﾟ

脚長

(mm)

① 0 40 φ115 22.000 3.500 25.700 2.000 316.14 K5-3 3 7 2-H300×300×10×15 16 19 H300-L90×10A 9

② 0 40 φ115 18.500 4.000 22.700 2.000 433.94 K5-5 4 7 2-H300×300×10×15 16 22 H300-L90×10B 9

③ 0 40 φ115 15.000 4.000 19.200 2.000 463.99 K5-5 4 7 2-H300×300×10×15 16 22 H300-L90×10B 9

④ 0 40 φ115 11.500 3.000 14.700 2.000 211.45 K5-3 2 7 2-H300×300×10×15 16 16 H300-L90×10A 9

項　目 規格寸法(mm) 長さ(本/m) 本数

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要

添接板

杭材　合計質量:

(kg/本) (t)

支保工材

腹起(1段目)

腹起(2段目)

腹起(3段目)

副部材

副部材(B)

支保工材　合計質量:

プレート

プレート　合計質量:

ｽﾁﾌﾅｰ(1段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(2段目)

ｽﾁﾌﾅｰ(3段目)

腹起ブラケット

ブラケット　合計質量:

1段目

4段目

・鋼矢板数量表

ガス切断工

スクラップ重量合計質量:

項　目 規格寸法(mm) 長さ(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量 質　量

摘　要(kg) (kg)種別

・横矢板数量表

腹起(4段目)

支保工材　合計質量:

ｽﾁﾌﾅｰ(4段目)

2段目

3段目

LC

D(3)

D(1)

▽46.863

場所打ち杭 φ1200

L=8.0m, N=8本

D(1)-ww

後趾端推定支持層線

KI
I-
R4
-1
6

K1-H15-11

▽46.865

推定支持層線

前趾端推定支持層線

▽49.0

tc

D(2)

D(2)-ww

▽49.5

Bn

設計地盤高
+58.009

2
3
0
0

2
3
0
0

3
5
4
4

1
5
5
0

1
1
4
4
4

1
0
0
0

2
3
0
0

θ=40°

θ=40°

θ=40°

θ=40°

定着地盤高
43.000

22
00
0

18
50
0

15
00
0

11
50
0 掘削底

+46.565

35
00

40
00

40
00 30

00

①
+57.009

②
+54.709

③
+52.409

④
+50.109
+49.265

鋼矢板
SP-ⅤL型,L=23.00m

+36.559

2
3
0
0
0

1
0
0
0
6

鋼矢板天端
+59.559

650

2500

4500

場所打ち杭　φ1200

場所打ち杭
施工基面
48.60

2000

腹起材(加工材）
1～4段：2-H300×300×10×15

設計水位
49.280

17236

14172

Bn

断　面  図 S=1:300

Bn(盛土)
N=6   γ=20kN/m3

φ=31°C= 0kN/m2

tc(段丘堆積物)
N=4   γ=14kN/m3

φ=0° C=24kN/m2

D(1)-ww(強風化凝灰質細粒砂岩)
N=24  γ=17kN/m3

φ=36°C= 0kN/m2

D(1)(凝灰質細粒砂岩)
N=64  γ=18kN/m3

φ=38°C=59kN/m2

D(2)-ww(強風化凝灰質中粒砂岩)
N=13  γ=17kN/m3

φ=32°C= 0kN/m2

D(2)(凝灰質中粒砂岩)
N=62  γ=18kN/m3

φ=38°C=59kN/m2

D(3)(細粒砂岩)
N=104  γ=19kN/m3

φ=39° C=69kN/m2

鋼矢板 SP-VL型 23.0 43 105.0 2415 103.845

103.845

SY295
残置

合計

PL210×19×670

PL100×19×220

43

86

10.49

3.28

0.451

0.282

0.733

104.578

合計

(補強板)

H-300×300×10×15 13.500 2 100.0 1350.0 2.700

H-300×300×10×15 13.500 2 100.0 1350.0 2.700

H-300×300×10×15 13.500 2 100.0 1350.0 2.700

H-300×300×10×15 13.500 2 100.0 1350.0 2.700

10.800

カバープレート(H300) 4 17 0.068

（主部材質量×0.04） 0.432

11.300

PL145×9×268 14

14

14

2.75 0.039

2.75 0.039

2.75 0.039

0.039

PL145×9×268

PL145×9×268

PL145×9×268 14 2.75

0.156

H300-L50×4 14 4.0 0.056

H300-L90×10A

H300-L50×4

H300-L90×10B

H300-L50×4

H300-L90×10B

14

14

14

14

14

4.0

4.0

19.7

21.5

21.5

0.276

0.056

0.301

0.056

H300-L50×4

H300-L90×10A

14

14 19.7

4.0

0.301

0.056

0.276

1.378

43切断長さ　2.55m/本 23.0 105.0 267.75 11.513

11.513

43合計

ガイド金具

合計質量: kg

合計質量: kg

合計質量: kg

軽量鋼矢板 SP LSP-2型(t=5mm) 1.200 21 14.8 17.76 373

373

L L150×150×12 1.200 5 27.3 32.76 164

328

上段横矢板

打ち込み式ｱﾝｶｰ BN M20（埋め込み長80mm） ― 15 0.50 8

8

―

上段横矢板　合計質量: kg709

ガイド金具

合計質量: kg

合計質量: kg

合計質量: kg

鋼矢板 SP SPⅢ型 2.600 7 60.0 156.00 1,092

1,092

L L150×150×15 1.000 4 33.6 33.60 134

208

下段横矢板

打ち込み式ｱﾝｶｰ BN M20（埋め込み長80mm） ― 30 0.50 15

15

―

下段横矢板　合計質量: kg1,315

L L150×150×12 1.200 5 27.3 32.76 164ガイド金具

ガイド金具 L L150×150×15 1.100 2 33.6 36.96 74

SS400

SS400

SS400

SS400

t

t

t

t

t

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

黒木橋  A2橋台土留工構造図(2)

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

A2橋台土留工構造図(2)
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S=1:50 断面図

S=1:50平 面 図

S=1:10ガイド金具取付詳細図

7
5

ガイド金具
L150×150×12

ウィング堅壁

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

横矢板
軽量鋼矢板LSP-2型(t=5mm)

1
5
0

7
5

150

S=1:10ガイド金具詳細図

150

75 75

1
0
0
0

1
0
0

4
@
2
0
0
=
8
00

1
0
0

23
.5

150

75 375

1
2
0
0

2
0
0

2
@
4
0
0
=
8
00

2
0
0

23
.5

ガイド金具
L150×150×15

L=1.00m,n=4

ガイド金具
L150×150×12

L=1.20m,n=5

上段横矢板 下段横矢板

ガイド金具
L150×150×15

300

1
2
0
0

1:
1.
2

場所打ち杭
施工基面
49.000

鋼矢板天端
+59.559

設計地盤高
+58.009

掘削底
+46.565

①
+57.009

②
+54.709

③
+52.409

④
+50.109

1:
0.
5

1
5
5
0

1
1
4
4
4

1
0
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

3
5
4
4

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.20m,n=30

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=2.60m,n=7

下
段

横
矢
板

7
@
4
3
3
=
3
0
31

1
1
0
0

2
@
1
0
0
0
=
2
0
00

2
1
@
4
0
0
=
5
8
81

上
段
横
矢
板

5
@
1
2
0
0
=
6
0
00

ガイド金具
L150×150×15
L=1.00m,n=4
L=1.10m,n=2

ガイド金具
L150×150×12
L=1.20m,n=5
L=1.20m,n=5

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=15

横矢板
軽量鋼矢板LSP-2N型(t=5mm)

L=1.20m,n=21

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

L=2.60m,n=7

横矢板
軽量鋼矢板LSP-2N型(t=5mm)

L=1.20m,n=21

鋼矢板
SP-ⅤL型

鋼矢板
SP-ⅤL型

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.40m,n=15

ガイド金具
L150×150×12
L=1.20m,n=5

ガイド金具
L150×150×12
L=1.20m,n=5

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

@0.20m,n=30 L=1.00m,n=4
L=1.10m,n=2

150

ガイド金具
L150×150×12

1
2
0
0

150

75 75

1
1
0
0

1
0
0

4
@
2
0
0
=
8
00

2
0
0

23
.5

ガイド金具
L150×150×15

L=1.1m,n=2

L=1.20m,n=5

打ち込み式アンカー
M20(埋め込み長80mm）

ガイド金具
2-L150×150×15

横矢板
鋼矢板SP-Ⅲ型

1
5
0

1
5
0

7
5

7
5

7
5

7
5

150

2600

黒木橋  A2橋台仮土留横矢板工詳細図

図面の種類

縮      尺

設計会社名

事務所名

/図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

A2橋台仮土留横矢板工詳細図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所

相 馬 工 事

施工会社名

常 磐 自 動 車 道

黒木橋
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常磐自動車道

反
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g

g

g

g

g

g

g

g
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A
4
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+
40

S
T
A
4
9
4
+
60

１

材　料　表

名　称 種別

断面寸法

(mm)

長 さ

(m) 数量

単位質量

(kg/m)

単品質量

(kg)

質　量

(kg) 適　用

鋼矢板 SP SP-Ⅲ型 8.000 33 60.0 480.00 15,840 SY295 リース品

鋼矢板　合計質量 = 15,840 kg

＜注　記＞

　・鋼矢板天端　　　： +49.500

　・設計地盤高　　　： +49.000

  ・設計水位　　　　： +48.470

　・掘削底　　　　　： +46.565

　・上載荷重　　　　： 10.00kN/m2 考慮する。

K1-H
15-1

1

GH=5
1.58

m DP
=13.

14m

(STA
.494

+35.
0 CL

)

40.00

50.00

S=1:100平 面 図 S=1:100１－１ 断面図

5010 30
Ｎ-値

4020

4

2

48

36

31

11

30

50/19

50/14

50/9

50/13

50/7

50/9

0.00

1/8
4.20

0

tc3.00

5.80

8.00
8.40

13.14

１

90°0'0"

500

鋼
矢
板
 
S
P
-Ⅲ

型
,
L
=
8
.0
0
m

3
3@
4
0
0
=
1
3
2
0
0

3
80
0

9
4
0
0

6
0
2
0

2
0
0
0

3
0
0

設計地盤高
+49.000 +49.000

掘削底
+46.565

2
4
3
5

5
0
6
5

鋼矢板天端
+49.500

500

+41.500

施工基面
▽49.000

掘 削 底
▽46.565

鋼矢板
SP-Ⅲ型,L=8.00m

8
0
0
0

5
0
0

設計水位
+48.470

tc(段丘堆積物)
N=4   γ=14kN/m3

φ=0° C=24kN/m2

D(1)-ww(強風化凝灰質細粒砂岩)
N=24  γ=17kN/m3

φ=36°C= 0kN/m2

D(2)-ww(強風化凝灰質中粒砂岩)
N=13  γ=17kN/m3

φ=32°C= 0kN/m2

D(2)(凝灰質中粒砂岩)
N=62  γ=18kN/m3

φ=38°C=59kN/m2

D(3)(細粒砂岩)
N=104  γ=19kN/m3

φ=39° C=69kN/m2

相 馬 工 事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号

株式会社オリエンタルコンサルタンツ

黒木橋　A2橋台市道宿仙木線土留工構造図

常 磐 自 動 車 道

黒木橋

A2橋台市道宿仙木線土留工構造図

東日本高速道路株式会社  東北支社

い　わ　き　工　事  事  務  所
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